
熊野川下流部減災対策協議会（仮称）
第１回協議会 資料－４



熊野川流域の概要
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地質図
(近畿地方土木地質図(H15)より作成)

河床勾配で下流部は1/1,000、これより上流が1/600～1/1000。流域全体として河川縦断勾配が急である
下流部では比較的蛇行が少ない

■崩壊しやすい地質である四万十帯（形成時の圧縮・変形により割れ目が発達）が広く分布

H.W.L. 5.8m

地盤高 3.5m

地形・地質特性

崩壊箇所位置図
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【凡例】 

■ ：平成 23年災害による崩壊発生箇所 

■ ：既往崩壊箇所（S22～H18） 

年間降水量分布図
(1977-2012の平均値)

流域の年平均降水量は約2,800㎜
（全国平均約1,700mmの約1.6倍）で全国でも有数の多雨地域
流域の東側で降水量が特に多い

◯流域の年平均降水量は約2,800mm（全国平均約1,700mmの約1.6倍）で、全国でも有数の多雨地域。
◯流域の95%を山地が占め、下流部のわずかな平地に人口資産が集中。熊野川は洪水時の水位が堤内地の地盤高よりも高く、また多雨地域であるため水位の高
い状態が長時間におよぶ。このため、洪水位より低い市街地を流れる市田川や相野谷川では、洪水時に本川の水位上昇が影響し、内水被害が発生しやすい。

降雨特性流域図
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設計洪 水量
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総貯水 容量
23,300 千m3

総総貯貯水水容容量量
113300,,000000千千mm33

坂本ダム

総総貯貯水水容容量量
8877,,000000千千mm33

池原ダム

総総貯貯水水容容量量
333388,,337733千千mm33

設設計計洪洪水水量量
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設設計計洪洪水水量量
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二津野ダム

総総貯貯水水容容量量
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七色ダム

総総貯貯水水容容量量
6611,,330000千千mm33

相相賀賀基基準準点点 基基本本高高水水

風屋ダム

設設計計洪洪水水量量
66,,770000 mm33//ss

1199,,000000 mm33//ss

流域内の利水ダム

熊野川の流域には、支川も含めると、11ダムが
設置されている。
そのうち、比較的規模の大きなダムは、７ダムで
ある

・猿谷ダム（国土交通省） ・風屋ダム（電源開発）
・二津野ダム（電源開発） ・坂本ダム（電源開発）
・池原ダム（電源開発） ・七色ダム（電源開発）
・小森ダム（電源開発）
その他、十津川本川上流部に川迫ダム、九尾ダ
ム、支川に旭ダム、瀬戸ダムが設置されている。
これらの４ダムは、関西電力所轄のダムである。

熊野川に設置されているダム模式図（11ダム中、7ダムを示す）
直轄区間の河道状況 平成25年2月撮影
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流域面積（集水面積） ：2,360km2

（基準地点上流）：2,251km2（95%）
幹川流路延長 ：183km
流域内人口 ：約5万人

想定氾濫区域面積 ：11.7km2

想定氾濫区域内人口 ：約2.5万人
想定氾濫区域内資産額：5,089億円

主な市町村 ：新宮市、紀宝町、十津川村等

流域及び氾濫域の諸元
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過去の主な水害

昭和34年9月伊勢湾台風

出水被害状況

流量（相賀地点） 19,025m3/s

死者【人】 5

家屋全・半壊【戸】 466

床上浸水【戸】 1,152

床下浸水【戸】 731

支川相野谷川、市田川において内水被害が
発生。特に、市田川では、被害が大きく、
市田川水門・排水機場整備の契機となる

昭和57年8月台風10号

熊野川の氾濫状況（紀宝町 1.8km付近)

流域全域で浸水被害が発生。熊野川改修
の契機となる

平成9年7月台風9号

支川相野谷川、市田川において内水被害
が発生。特に、相野谷川では、被害が大
きく、相野谷川の「水防災特定河川事
業」の契機となる

出水被害状況

流量（相賀地点） 10,400m3/s

床上浸水【戸】 584

床下浸水【戸】 2,084

出水被害状況

流量（相賀地点） 15,400m3/s

床上浸水【戸】 378

床下浸水【戸】 1,052

市田川の氾濫状況（新宮市）

相野谷川の氾濫状況（紀宝町）
土砂崩壊による天然ダムの状況

出水被害状況

流量（相賀地点） 不明

死者【人】 175

家屋全・半壊【戸】 1,541

明治22年8月十津川大水害

地すべり等による自然湖の発生とその決壊によ
り十津川村から下流で全川的に氾濫。特に十津
川村で壊滅的な被害が発生。この洪水により十
津川村の2,691人の村民が北海道に移住（新
十津川町）。



平成23年 紀伊半島大水害の被災状況①
◯それまでの最大洪水であった昭和34年の伊勢湾台風
を超える規模の洪水（24,000m3/s）が生じた。
◯熊野川本川ではH.W.Lを大きく上回り、7箇所で堤防
から越水し、新宮市市街地において2,301戸の浸水被
害が発生。
◯相野谷川では輪中堤からの越水や輪中堤の転倒によ
り大規模な浸水が発生。浸水解消に時間を要した。

0.0k

1.0k

2.0k

3.0k

4.0k

1.0k

3.0k

4.0k

5.0k

0.0k

1.0k

2.0k

5.0k

0.0k

相野谷川
お の だ に

なるかわ

成川水位観測所
▲

新宮市
しんぐう

2.0k

紀宝町
き ほ う

たかおか

▲高岡水位観測所
たかおか

凡例

：浸水範囲
：越水箇所
：輪中堤
：国管理区間

鮒田地区
ふ な だ

高岡地区
た か お か

大里地区
お お さ と

熊野川・相野谷川の浸水戸数と浸水面積

床上 床下 計

新宮市 1,293 1,008 2,301 110.2

紀宝町 402 142 544 29.4

計 1,695 1,150 2,845 139.6

相野谷川 紀宝町 467 10 477 286.7

2,162 1,160 3,322 426.3

浸水面積
（ha）

浸水戸数（戸）
市町

合計

熊野川
（本川）

河川

＊いずれも住家を対象とした戸数 ＊浸水家屋数は市町調べ。
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最高水位
10.80m

出典：紀南河川国道事務所

国土交通省と消防による排水作業

成川地区の堤防越水による浸水 高岡地区の輪中堤からの越水
大里地区の止水壁の転倒

高岡地区の輪中堤の被害状況



0.0k

1.0k

2.0k

3.0k

4.0k

1.0k

3.0k

4.0k

5.0k

0.0k

1.0k

2.0k

5.0k

0.0k

相野谷川
お の だ に

なるかわ

成川水位観測所
▲

新宮市
しんぐう

2.0k

紀宝町
き ほ う

たかおか

▲高岡水位観測所
たかおか

平成23年 紀伊半島大水害の被災状況②
◯管理施設に設置した観測・通信機器の多くが、
浸水・流出により機能を停止
◯河川の状況把握に支障を生じた。
◯また、支川相野谷川では想定を超えた洪水により
排水機場が水没した。

相野谷川排水機場
発電機内部

出典：2011年紀伊半島大水害 国土交通省近畿地方整備局 災害対応の記録

相野谷川排水機場電気室
（浸水状況、9/4 11:00頃）

凡例

：浸水範囲
：越水箇所
：輪中堤
：国管理区間鮒田水門

●相野谷川排水機場

倒壊した新宮市船町の監視カメラ高岡輪中堤の転倒で切断された光ケーブル
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熊野川激甚災害対策特別緊急事業

5

【全体計画】
実施内容：河道掘削築堤・堤防補強・

橋脚補強等

事業期間 H23～H28

相筋地区における堤防越水等による浸水

河道掘削

台風12号の実績水位

本川掘削後の水位

特殊堤嵩上げ

※熊野川：左岸1.6k付近、右岸1.4k付近

築堤

事業実施による水位低下

グラブ浚渫船による掘削状況

平成26年11月撮影

○紀伊半島大水害（平成23年 台風12号）により、基準地点（相賀）にお
いて計画規模（19,000m3/s）を超える洪水（24,000m3/s）が生じ、熊野
川本川および相野谷川において甚大な浸水被害が生じた。

○このため、河川激甚災害対策特別緊急事業により平成23年から掘
削・築堤等を実施し、平成28年度までに完了予定。

0.0k

1.0k

2.0k

3.0k

河道掘削

Ｈ２７まで（予定）
凡 例

Ｈ２８実施予定

高岡地区

鮒田地区

大里地区

平成23年台風12号浸
水区域

熊野
大橋 JR

橋梁

出典：紀南河川国道事務所



◯排水施設の機能停止による浸水解消の停滞

紀伊半島大水害から見えた減災に係る教訓と減災のための目標(案)

命を守る

早期復旧する

被害を軽減する

◯危機認識、状況把握が困難であったことによる避難判断の難しさ
◯広範囲の浸水により孤立集落が発生

◯被災箇所の把握と迅速・的確な水防活動の実施
◯堤防等の河川管理施設の被災による被害の拡大

■紀伊半島大水害において計画規模を上回る洪水による被害の発生

上記達成に向けた４本柱の取組

①迫りくる危機を把握し、事前に回避するための避難行動、自主防災意識の向上

②的確な状況把握とそれに応じた効果的な水防活動の実施

５年間で達成すべき「目標」

計画規模を上回る洪水による被災経験を踏まえて、いかなる洪水に対しても、一人一
人が命を守る行動をとり、発生しうる被害を最小限に食い止めることとし、社会経済活
動の早期回復を可能とする防災・減災社会を作る。

③洪水を安全に流下させる河道と被害を最小限に食い止める粘り強い堤防の整備

6④被害発生を防ぎ、一刻も早く浸水を解消させるための排水施設の運用



目標達成に向けた取り組みイメージ①
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項目 事項 分類 内容(施策)案 対策イメージ案 番号

①迫りくる危
機を把握し、
事前に回避す
るための避難
行動、自主防
災意識の向上

(1)情報伝達・避
難計画等 洪水時における河川

管理者からの情報提
供等の内容及びタイミ
ングや避難勧告等の
発令内容、基準等の
改善

タイムラインを作成し、タイム
ラインに基づき大規模氾濫時
を想定した情報伝達体制、方
法について検証を行う。

・大規模氾濫を想定した訓練、試行
運用によるタイムラインの検証

1

・洪水予報文の改善
(国土交通省資料「避難を促す緊急
行動」を考慮)

2

地域性や被災特性を踏まえ
たきめ細かな避難計画を立案
する。

・地区別の発令情報、及び発令判断
基準等の検討(ブロック等に分けて
実施)

3

住民等へ適切かつ確
実に情報提供する体
制や方法の改善

避難の準備・行動を促す情報
提供方法の検証と改良を行う。

・現状の情報提供ツールの実効性の
検証と改良

4

(2)平時から住
民等への周知・
教育・訓練

想定最大規模の洪水
に係る浸水想定区域
図等の作成と周知

洪水浸水想定区域図、氾濫
シミュレーション結果を有効活
用する。

・浸水想定区域図、氾濫シミュレー
ション結果を基にした市内の危険箇
所の情報提供
(防災教育、机上訓練、防災マップ
の作成に活用)

5

ハザードマップの改良
と周知

新たにハザードマップを作成
し、避難経路等の選定の促進
を図る。

・浸水想定区域図の情報に基づいた
防災マップの更新と周知

6

要援護者の避難計画
策定と避難訓練の実
施

個別支援計画の策定や要援
護者を対象とした訓練を実施
する。

・「避難行動に関する要援護者個別
支援計画の策定、及び訓練の実施

7

(3)円滑かつ迅
速な避難に資す
る施設整備に関
する事項

避難経路の検討の促
進

地域毎での避難経路の検討・
設定にあたって、浸水状況の
情報提供を行う。

・各地域、箇所における浸水状況の
情報を提供

8



住 民 等

○テレビ、ラジオ、インターネット等
による気象警報等の確認

○ハザードマップ等による避難所・
避難ルートの確認

○非常持ち出し品の準備
○災害・避難カードの確認
○自宅保全

○避難の準備（要配慮者以外）

避難解除

新宮市

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時
間予報を確認

○避難所開設
○要配慮者施設等に洪水予報伝達
○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、

避難準備情報の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

○巡視・水防活動状況報告

○災害対策機械の派遣要請

○施設（水門・排水機場等）の点検・
操作確認

○建設作業現場・施設（水門・堤防等）・
内水氾濫常襲地域の巡回

○災害対策用防災資材等の確認、準備
○協力機関の体制確認

○自衛隊への派遣要請
○安否確認
○避難者への支援
○道路啓開作業
○家屋・町施設・町道等の被害状況調査
○TEC-FORCEの派遣依頼

○リエゾンの派遣要請

○大雨特別警報の住民周知
○水防団員の避難指示

紀南河川国道事務所

○ホットライン

○体制要員の確保
○施設操作員への台風情報提供
○施設（ダム・水門・排水機場等）の

点検・操作確認（遠隔操作含む）
○災害対策用資機材・復旧資機材等

の確認
○リエゾン体制の確認
○工事現場業者への安全確認
○許可工作物管理者等の体制確認
○協力機関の体制確認

○リエゾンの派遣

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○出水時点検（巡視）
○CCTVによる監視強化
○応援体制の確認・要請

（防災エキスパート等）

【注意体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○漏水・侵食情報提供

【第一警戒体制】

○ホットライン（決壊・氾濫）

【（災害等支援）警戒体制】

○水閘門操作員の待避検討

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）

※本タイムラインは熊野川の新宮市の区間（0k～5.7k付近）を対象としています。
※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。

○水防警報（警戒）

氾濫発生

-72h

-48h

-22h

-19h

-8h

0h

-4h

気象・水象情報
◇台風予報

◇台風に関する和歌山県気象情報
（随時）（和歌山地方気象台）
○台風に関する気象庁記者会見
◇大雨注意報・洪水注意報発表
○台風に関する気象庁記者会見
◇台風説明会

（和歌山地方気象台）

◇大雨警報・洪水警報発表

◇大雨特別警報発表

※台風上陸

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等
のタイミングについては、地域・事
象によって、異なります。

水防団待機水位到達
成川水位観測所（水位2.9m）

避難判断水位到達
成川水位観測所（水位6.8m）

氾濫危険水位到達
成川水位観測所（水位7.7m）

警戒準備情報

第3号体制

避難完了

○ホットライン
（和歌山地方気象台）

氾濫注意水位到達
成川水位観測所（水位4.5m）

洪水予報
（氾濫注意情報）

○陸閘門操指示

【第二警戒体制】

○防災無線、携帯メール等による
避難指示・避難勧告の受信

新宮川水系熊野川【新宮市】紀南河川国道事務所

○記者発表（決壊・はん濫）
○災害対策機械の派遣
○被害状況の把握

（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

※時間軸については、平成23年台風12号出水の実績により想
定しており、実際の気象状況や台風のコースにより異なります。

洪水予報（氾濫警戒情報）

洪水予報（氾濫危険情報）

○ホットライン

水防警報
（出動）

第2号体制

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

○記者発表（決壊・氾濫）

○決壊した場合に備えた準備
・協定業者への派遣依頼
・氾濫想定の用意
・記者発表の準備 等

水防警報（待機）

水防警報（出動）

水防警報（準備）

○テレビ、インターネット、携帯
メール等による大雨や河川
の状況を確認

○防災無線、携帯メール等による
避難準備情報の受信

○流量観測業者への待機指示
○航空写真撮影業者への待機指示
○水門・樋門点検業者への待機指示
○維持・水文観測所点検業者への待機指示

○暴風警報発表の住民周知

○災害対策本部の設置
○大雨警報・洪水警報の住民周知
○連絡要員の配置
○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短

時間予報を確認
○道路等警戒 ○河川警戒
○水門操作員 自宅待機連絡

○水門操作員出動指示
○水防団出動指示

○水門操作員 配置
○水防団 配置

○和歌山県との打合せ（道路通行止）
○道路通行止対応 ○避難未実施者の確認

○決壊した場合に備えた準備
・協定業者への派遣依頼

第1号体制

※避難準備情報・避難勧告・避難指示は、河川
水位の他に干満水位、流域雨量により総合的に
判断する。

避難準備情報

避難勧告

避難指示

携帯電話、スマートフォン、データ放送など
各種デバイスを相手に分かりやすい情報を

目標達成に向けた取り組みイメージ①

8

◯広範囲に浸水した場合を想定し、今後、本協議会で避難場所・経路について調整する。
◯結果を受けて関連機関で避難計画や避難訓練等を実施する。

No.6 浸水想定区域図に基づく洪水ハザードマップの更新（イメージ）

凡 例

予想される
浸水深

3.0m以上 2階浸水

0.5m～3.0m以上 1階床上浸水

0.5m未満 1階床下浸水

家屋倒壊危
険ゾーン

家屋倒壊危険ゾーン（洪水はん濫）

家屋倒壊危険ゾーン（河岸侵食）

施設等 避難場所
全ての階が使える避難所
2階以上が使える避難所
3階以上が使える避難所

土砂災害
危険区域

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

No.4 現状の情報提供ツールの実効性の改良（イメージ）

No.7 要援護者個別支援計画の策定、
訓練の実施（イメージ）

CCTVによる
リアルタイム画像の配信

住民への防災情報の提供

自治体

住民

河川水位
降雨情報

ダムの放流量
避難情報

etc…

目視による
河川の氾濫情報
etc…

避難準備、行動の
トリガーとなる位置を設定

No.1 大規模氾濫、タイムラインを踏まえた
関係機関が連携した訓練の実施

侵食箇所の
応急措置

実働の確認

水門、樋門、
排水機場等
の操作訓練

No.8 浸水状況を踏まえた
避難経路の設定

熊野川氾濫危険情報

（見出し）熊野川では、氾濫危険水位（レ
ベル４）に到達し、氾濫のおそれあり
（主文）

熊野川の成川水位観測所（紀宝町成
川）では、○○日○○時○○分頃に、避
難勧告等の発令の目安となる「氾濫危険
水位（レベル４）」に到達しました。紀宝町、
新宮市では、熊野川の堤防決壊等によ
る氾濫により、浸水するおそれがありま
す。市町村からの避難情報を確認すると
ともに、各自安全確保を図るなど、適切
な防災行動をとって下さい。

氾濫の危険性、切迫性が伝わる予報文に

No.2 洪水予報文の改善（イメージ）

河川監視カメラの増設



目標達成に向けた取り組みイメージ②
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項目 事項 分類 内容(施策)案 対策イメージ案 番号

②的確な状
況把握とそ
れに応じた
効果的な水
防活動の
実施

(1)水防
活動の
効率化
及び水
防体制
の強化

水防に関する広報
の充実

啓発活動や広報資料に、大規模
氾濫に関する内容を盛り込むとと
もに、啓発活動に際して、幅広い
年齢層の参加を促進する。

・大規模災害時の被害想定やその対応策
の内容の反映

9

・若年層への啓発活動の場の企画
・教育機関、ラジオ等のメディア、地域コ
ミュニティを活用した広報の充実

10

水防資機材の整備
災害時の円滑かつ迅速な対応を
行うため資機材やその数量の見
直しを行う。

・必要な資機材の配備 11

水防訓練の充実
実働水防訓練の継続的な実施と
その内容の見直しを行う。

・迅速な災害対応の実施に向けたPDCAサ
イクルに基づく訓練と継続的な実施

12

自主防災組織の活
動の支援

自主防災組織の活動を推進し、活
動内容を協議会で議論する。

・自主防災組織での防災や減災活動に関
する支援や活動内容の情報共有

13

(2)市庁
舎や災
害拠点
病院等
の自衛
水防の
推進

洪水時の庁舎等の
機能確保のための
対策の充実

大規模氾濫時の庁舎等の機能維
持に備える。

・大規模氾濫時の機能維持及び重要資機
材への影響の確認と有効的な対策の実
施

14

市町村庁舎、災害
拠点病院の水害時
における対応等

各機関、事業者における水害時
BCP（事業継続計画）を作成する。

・災害時に迅速に減災、復旧活動が行え
るように水害時BCP（事業継続計画）を作
成

15



目標達成に向けた取り組みイメージ②
◯重要水防箇所や危険箇所について、河川管理者・沿川職員・消防団（水防団）などとの共同点検を行い水害

リスクの情報共有を図る。
◯小中学校などの教育機関と連携した防災教育の拡充を図る。

緊急車両の通行ルートを確保するため放置
車両を移動する訓練

災害による列車事故からの
救出訓練(ＪＲ西、自衛隊等)

水防活動の訓練

No.9,11,12,14,15 水防活動の効率化及び
水防体制の強化、自衛水防の推進

No.13 自主防災組織の活動支援

No.10 水防に関する広報の充実
（学校防災教育）

10

No.10 データ放送やスマートフォンを用いた
広報の充実



目標達成に向けた取り組みイメージ③

 
ドレーン 

盛土 

1：3.0

H.W.L 

パイピング、法すべり防止→漏水対策（浸透含む）

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が崩壊する恐れの
ある箇所

・パイピングにより堤防が崩壊する恐れのある箇所

＜対策イメージ＞

流下能力不足→堤防整備・河道掘削

対策箇所

・堤防高が低い等、当面の目標に対して流下能力が不足して
いる箇所（上下流バランスを確保しながら実施）

堤防天端の保護

堤防天端をアスファルト等
で保護し、堤防への雨水の
浸透を抑制するとともに、越
水した場合には法肩部の崩
壊の進行を遅らせることに
より、決壊までの時間を少し
でも延ばす

堤防天端をアスファ
ルト等で保護した堤防
では、ある程度の時間、
アスファルト等が残っ
ている。

堤防裏法尻の補強

裏法尻をブロック等で補強
し、越水した場合には深掘
れの進行を遅らせることによ
り、決壊までの時間を少しで
も延ばす

No.17 危機管理型ハード対策の促進No.16 洪水を安全に流すためのハード対策の促進

項目 事項 分類 内容(施策)案 対策イメージ案 番号

③洪水を安全
に流下させる河
道と被害を最小
限に食い止め
る粘り強い堤防
の整備

洪水を安全に流すた
めのハード対策

洪水を安全に流すためのハード対策を実
施する。

・河道掘削等 16

危機管理型ハード対
策

堤防天端の保護、堤防裏法尻の補強等の
大規模氾濫を想定した粘り強い構造の堤
防の整備を実施する。

・天端の保護及び裏法尻の補強の実施 17

計画堤防
計画高水位

通常時の水位

計画高水位

通常時の水位

○堤防がない

通常時の水位

計画高水位

堤防断面の不足、無堤を解消

11



目標達成に向けた取り組みイメージ④

12

耐水壁の設置

機側操作盤の嵩上げ

台風6号での稼働状況
（吐出し側：堤外側）

台風6号での稼働状況
（堤防天端）

台風6号での稼働状況
（吸込み側：堤内側）

被災した相野谷川排水機場に緊急
対策として配備された排水ポンプ車

項目 事項 分類 内容(施策)案 対策イメージ案 番号

④被害発生を防ぎ、
一刻も早く浸水を解
消させるための排水
施設の運用

排水施設、排水資機材の
運用方法の改善

大規模氾濫を想定した排水計画を
策定し、内水対策を実施する。

・具体的な排水計画の立案 18

排水施設の整備及び耐
水化

排水施設の耐水化を実施する。
・大規模氾濫時の耐水性の確認と耐水
化対策の実施

19

No.18 排水施設、排水資機材の運用方法の改善（内水対策） No.19 排水施設の整備及び耐水化


